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本
書
は
佛
國
に
於
て
刊
行
中
な
る
科
學
全
書
W

X

— 
clop6dlie scientique)

の
.ー
1
と

し

て

上

^

せ

ら

れ

た

も
 

の
で
あ
る
。
此
叢
書
は
純
粹
並
に
應
用
科
學
の
全
部
に 

百一

ぅ
て
最
近
の
矾
究
ヽ
發
見
ヽ
發
明
ヽ
學
說
等
を
專
円
家 

及
び
一
般
有
識
階
級
に
紹
介
す
る
を
以
て
目
的
ビ
し
， 

各
問
題
に
一
册
宛
振
當
て
る
針
畫
で
、
，全
®
數
は
約
‘.

I 

千
册
に
上
り
、
脫
稿
の
顺
に
從
ひ
漸
次
印
刷
す
る
豫
定 

で
あ
る
。
此
ー
千
册
巾
經
濟
學
に
屬
す
る
も
の
は
四
十 

i
--
I
I
I
I
で
.、
其
の
取
扱
ふ
問
題
は
經
濟
學
の
殆
ん
ざ
全
般 

を
綱
羅
し
て
居
る
ビ
云
つ
て
0
^

へ
な
い
。

本
書
は
紙
數
四
六
版
三
酋
八
十
三
頁
で
外
に
卷
頭
に

第九號
 

一r

六

十
八
頁
に
一
•旦
る
緖
論
を
®
せ
て
ゐ
る
が
、
此
赭
論
に
於 

て
著
者
は
各
交
戰
國
の
經
濟
が
戰
爭
の
爲
め
多
大
の
打 

擊
を
受
け
幾
多
の
變
態
を
虽
し
て
は
居
る
が一

方
に
於 

て
は
货
物
の
生
產
、
消
赀
、
交
換
等
が
依
然V」

し
て
盛 

に
行
は
れ
且
つ
經
濟
法
則
が
平
時
と
同
樣
に
作
用
し
つ 

A

あ
る
の
事
實
を
指
摘
し
、
戰
時
の
經
濟
學
が
弗
時
の 

經
濟
學
S
異
な
れ
i

s
論
す
る
獨
逸
經
濟
學
潘
の
說
を 

駁
し
た
る
狻
、
轉
じ
て
歐
洲
交
戰
國
の
戰
時
財
政
に
對 

す
る
槪
評
を
.試
み
て
居
る
。
第

f

章
の
論
題
は(

一 

)

經

濟
學
の
定
義
、0

一)

一
 
般
の
法
則
、
へ
三)

祓
雜
な
る
經
濟 

現
象
、(

四)

實
驗
の
不
可
能
ヽ(

五)

現
象
の
變
動
ヽ(

六)

經 

濟
の
法
則(

七)

科
學
ど
應
用
等
其
他
ニ
三
で
あ
る
が
著 

潜
が
本
章
に
於
て
高
唱
せ
んVJ

欲
せ
る
は
經
濟
學
が
物 

趣

學

"

天

文

學

と

同

じ

く
 

j

個
の
立
派
な
科
學
で
あ
る 

と
云
ふ
一
事
に
存
し
て
居
る
と
思
は
れ
る
。
多
く
の
論 

者
の
如
く
經
濟
學

は
自
F1
1
意
志
に
支
配
.せ

ら

る

>人
問 

の
行
爲
ょ
纟
生
ず
る
複
雜
な
る

現
象
を
硏
究
す
る
學
闕 

で
あ
る
が
故
に
無
生
物
を
！§
究
の
林
料
と
す
る
物
狸
、

天
文
粤
等
.の
所
1

亂

正

科

，學

と

同

一

視

す

る

は

.誤

b

で 

あ
る
と
論
チ
る
は
著
莕
の
極
カ
排
斥
せ
ん
と
す
る
所
で 

あ
つ
て
、
其
自
說
の
.匝
確
な
る
を
立
證
せ
ん
が
爲
め
に 

種
々
適
切
な
る
例
證
を
摩
げ
て
ゐ
る
。
第
二
章
以
下
第 

十
八
章
に
百
1

て
は
價
格
、
■
利

子

、
，
賃

銀

等

に

關

す

る
 

法
則
即
ち
經
濟
原
理
ょ
ぅ
は
.寧
ろ
經
濟
政
策
に
關
す
る 

古
代
ょ
ぅ
今
日
に
至
る
迄
の
有
力
な
る
學
說
を
紹
介
し 

て
足
る
力

、

其
&
亂
は
政
策
の
主
唱
者
ょ
り
も
、
寧
ろ 

間
题
を
主
ビ
し
て
歸
ず
る
の
方
法
に
阪
つ
て
ゐ
る
。
最 

後
の
一一

章
.

(

第
十
九
章
及
第11

十
章)

で
は
統
計
學
一
般 

.並
に
經
濟
學
の
現
狀
を
略
述
し
卷
を
終
つ
て
居
る
。

槪
し
て
云
へ
ば
、
.本
書
の
大
部
分
は
其
內
容
に
於
て 

も
論
述
の
方
法
に
於
て
も
ジ
I
ド
、
リ
ス
ト
合
著
の
經 

濟
學
史
に
遠
く
及
ば
ざ
る
も
の
で
あ
る
。然
し
な
が
ら
、
 

*'
言
及
び
第I

章
に
於
け
る
經
濟
學
の
本
質
に
對
す
る 

議
論
は
大
R
傾
聽
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
S
云
a
得 

る
。
此
一
事
と
佛
國
民
が
擧
つ
て
强
大
な
る
仇
敵
戰 

ひ
つ/I

あ
る
眞
最
中
に
本
書
の
如
き
際
物
的
臭
味
の
少

な
き
眞
摯
の
硏
究
の
成
架
た
る
經
濟
學
書
の
發
表
せ
ら 

れ
た
る
i
が
本
書
を
简
單
R -
貂
介
す
る
の
勸
機
ミ
な
つ 

.た
の
に
外
な
ら
な
い
。
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